
ピッカーブ社製プレート式熱交換帯の概要(第二撃)

presentotiqn of Vicc';b P[crfe Heq† Exchclnger (ⅠⅠ)

Shinko-Pfa･udler has started marketing
by world-famous vicarb of France.

Tbe first installment was description of

'descriptive account of the product.

Tbis paper of the second installment

dismantling and assembly of plate beat

当社はこのたび世界的な製造実演を誇るフランス･ピッ

カーブ社製プレ- †式熱交換器の販売を開始しましたo第

一報ではプレ-十式熱交換器の性能忙関する基本理論,樵
造の説明をしました.本稿では第三報としてプレ- †式熱

交換器の据付･分解･組立水圧試験方法を詳説します｡

1. ま え が き

プ1/-ト式熱交換器は波状の1)ブをもつ伝熱プレートを

ガスケッtを介して重ね合わせ,ケレーll間交互に流体を

通して熱交換を行うもので,その構造上の取扱いの容易

さ,熱交換性のよさおよび経済性の点等大きな利点があり

広範餌VL使用され,ピッカ-ブ杜はこの分野で世界有数の

実績を誇っています｡本稿はこのピッカーブ社プレート式

熱交換暑旨の据付･分解･組立･水圧試験方法について説明

します｡

2.概要一手順一符号説明

2.1. フレーム(各部名称は第1報参照下さい)

2.1.1.構成部品

･固定フレームと移動フレームは強固な厚鋼板製であり
ます｡

･上部ガイドバ-は固定フレ-ムとガイドバ-サポート
上にあり,プレ- †を支持し,かつ洗浄と再組立の際プレ
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T.の移動が容易VL行えるように寵慮されていますo

･下部ガイド/i-はプレ- T.を定位菅R:保持しますo上

部ガイドバ-とIF部ガイドバーはプレー†を正確R:琴列し
ます｡

･タイロッドほPHEの全周忙等間隔紅付いており,固
定フレームと移動フレーム間のプレートを締付けます｡油

圧ジャッキを利用することV-より,迅速忙PHEの組立が

可能です｡

2.1.2.符号説明

接続ノズ)I,部には文字と数字が各1文字マーキングして

あり, Fは固定フレーム用, Mほ移動フレーム用でありま

す｡ (第2園)

2.2.プレ--ト及びガスケットのマーキング(第3図)

2.2.1.重ね万の手嶋

･まず固定フレームにガスケッ下付きのプレー†を碑付

(サします｡

･プレー†の上下には, NとSがマーキングされていま

す｡

二プレー†は固定フレームから移動フレrムの順序でプ

レート上部裏面にナンバリングされています｡

･通常第1番目のプレーT･はNを上にして取付け,次の

プレーTlはSを上忙,その次は
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第1図 フレーム

Fig. 1 Frame

Nという順となります｡

2.2.2. ガスケットの配置

･最初のプレ-十VLは,
4つ

の区画のある,特殊ガスケブト

)せ取付けますが,これはプv-

トの4つの開口部を隔離し,且

つ固定フレームとそのプレー†

との水封を目的としています｡

この空間R:ほ流体は掠れませ

ん｡

･最初のプレ- ll以外紅は標

準ガスケッ†を使用します｡ガ

スケッTには裏表】慣次プレ- ll

の配列番号順にのり付けしま

-)す｡

･通常,下記の規則に従って
下さい｡
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第3図

Fig. 3

･第4図⑥は4隅のうちNE (北東),SW (南西)の欠

けたタイプで,プt/-トA (偶数香)の上に取り付けま

す｡

･第5図は4隅のうちNW (北西),SE (南東)の欠け

たタイプで,プレートB (素数香)の上忙取り付けます｡

2.2.3.特殊プレート

･標準プレート忙は4つの開口部があります｡盲穴をも

つプL'-トは全て特殊プレートとして次の記号(/=て表しま

す｡

(例) 4=F : 4個所盲穴のタイプ

2FN :北側2個所盲穴のタイプ

1FNw:北西1個所盲穴のタイプ

2FNFSW
:北側2個所＋南西1個所盲穴のタイプ

(註)特殊プレートは通常寄数番に使用します｡

･プレートは補強を施す場合と施さない場合があり,補

強プレートは高圧用です｡補強方法は(ガスケットの付か

ない)ガスケッT幕V-プレートと同材質の補強材を轟聾し
て行ないます｡

･∴補強プy-トの名称の意味は次の様'になりますo
プレー,ト 4F Cr : 4個所盲穴＋補強材付
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Fig. 5

奇数用共に全く同

じ形状ですが,補強プレ-トは偶数用,寄数用で,異な

った形状のプレートーこなりますo

3∴ フレームの組立

･上部ガイドバーと下部ガイドバーを使って固定フt/-

ムとガイドパーサポートを組立てます.

･移動フl/-ムはプーリ-を付けない状態で,上部ガイ

ドバーと下部ガイドバーの間に,わずかに傾けてはめ込み

ます｡

･移動フレ-ムVL取合用の開口部のある場合,最終のプ

レ-トと移動フレームの闇VLは,円形の終端ガスケットを

シ-)L'のために正確に取付けます.

･ベア1Jンダブーリー軸部を上部ガイドパーにマウント

し,レ-)V上で軽く移動出来る事を確認します. (第6,7,

8,9図)

4. ガスケットの接着

正規のプレーT･及び予備用プレート共ガスケットを接着

した状態で出荷しますが,グスケットを接着しない状態で
も出荷しますo この場合には--ザ-にて,下記の手順で

接着して下さい｡

4.1.準 備

･接着する前に, 2.2.項紅述べた各種ガスケットの取･抄

け方法に関するリコメンド忙準拠して下さいo

･ガスケッll用幕は完全K:洗浄し乾燥させます｡

･ガスケッ†の接着表面をまず,斌ヤスリまたは空気式

グラインダーにより荒仕上げしますo この作業は接着すべ

きガスケット面のみに施しJますo 尚,石綿製ガスケットの

場合(,=は,荒仕上げ施工はさけて下さい｡

4.2.接 着

･‾円形の絹ブラシを使ってのり付けします.接着剤は1

-2種類あり,接着剤と同封の説明書を参考VL-して下さ
い｡

･ガスケッ下溝と荒仕上げしたガスケットにのり付けし
て下さいo 接着剤は一様(,yL伸ばしのり付けします｡

･接着剤を5-10分間放置乾燥の後,プレ-トにガスケ
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ッT.を取付けます｡◆万一直線部分が長すぎる場合.は,ガス

ケッ†をガスケット幕に充分圧入して下さいo ガスケット

幕とガスケッT.間に異物のないことを確かめて,ガスケッ

トの位置決めをします｡良好な接着性を持たすため忙,丸

昧のあるハンマーで軽打します｡

5.プレー･トゐ組立

5.1.プレートの酉己置

･完全な機能を持つ熱交となり,且つ充分な気密を保つ

熱交となるためには正確なプレートの取付が肝要でありま

す｡

･第10図は上部ガイドバーへのプレー十のiE確な取付け
方法を示しています｡

5.2. フレームヘの組込

5.2.1.組立て手順､

これには3つの作業を行ないます. (第10図参照)

(1)図示の如く,プレートを後側及び斜横に傾けてレ-)I/

にはめ込みます.

(2)レ-ルによる支持点を中心VL回転させます｡ただL/こ

の時点でもプレーllは下部が後側Rl傾いた状簸です.

(3)下部ガイドバ-にはめ込むために,プレ- †下部を前

方へ回転させます｡

5.2.2.プレートの位置決め方法

･良好な並びにするため忙は,正確なプレー†の組付け

が肝要であります｡

･第11図はレー)I,上のプレートのiE確な配置を示しま
す｡

･第12, 13図は悪い例であり,1こjlはプレ-†の不ぞろ

い■わ原因忙なります.

6. PHEの締付け順序

6.1.マニュアルによる場合

･プレ_-トは各々1枚ずつ固定フt'-ムに相対して取付
けます.又プレーTlは各々レール上を手で動かし,その前
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Fig.12

第13図

Fig.13

のプレーllと重ね合わせます..

･そして最後忙移動7レームをプレートに接触させま

すo そして4本のタイロッドで締付をします｡ただしタイ

ロッドの締付桝ま上部から下部へと行ないます｡

･図面R:示す締付寸法は,連続的に各々のタイロッドを

締付けることによ.り得ることができますo

･最小締付寸法を越すことほ.さけて下さい｡

･ガスケットの弾力性を保持させるため忙,新しいガス

ケットでの最′J＼締付け寸法にすることをお奨めします｡こ

の寸法においてプレートはたがいに接触します.熱交の全

周忙均一の締付寸法を得たのちに,残りのタイロッドを取

付け,固定します占

6.2.ポンプ圧利用の場合

6.2.1.エ 具

･迅速かつ正確にタイロッドをゆるめたり締付けたりす

るため忙,ポンプ圧忙よるジャッキ方式を採用していま

す｡第14図を参照下さい｡
･

81ィロッドの取扱いは手で行なうか,移動クレ-ン又

はホイス†等の可搬装置と治具を使って行ないます｡

6.2.2.分 解

･分解を始める前に締付寸法(固定7 I,-ム.と移動フレ

ーム間の寸法)を注意して測定しておきます｡
･

4本の長いタイロッド(0)についている六角ナット

(J)をラチェットを用いてゆるめます. (タイロッド番

号2-2′,及び6-6′,計4個)

･ナット(I)を手動でジャッキ長さ.に相当する寸法Ⅹ

mmだけゆるめます｡ (第14囲)

･この4本のタイロッド■(0)を固定フレー.ム方向にⅩ

mm'だけ押し出しますoこのと.きサボ- †ワッジャ-(a)

＼
A

1･図示の如く上部ガイドバ-ヘプ

レートを(Dの状態ではめ込む.

2･点oを支点として,矢印㊤の方

向にプレートを回転させる｡

3･矢印④の方向に回転させる｡
1 Put the plate in

position
1 on

suspension rail
as

shown
2 Rotate the plate

following the

arro＼v 2
around point 0.

3 Rotation following the arrow 3

第川図

Fig. 10
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Fig.14

は移動フレーヰの穴に入った状怠削こしておきますo

･第14図の図示の如くナット(L)をゆるめながらゆっ
くりとタイロッドと一緒にジャッキ4個を(Y-5)mmだ

(ナ伸ばしていきます｡

･4つのジャッキR=それが止まりきるまで圧をかけると,

この加圧により5mm余計紅締めつけた状態忙なりますo

･ジャフキに圧力をかけたまま,計6本のタイロッド
(1と1', 4と4′, 7と7′)を外しますo この分解の間忙

押え金具(品番P)も外します｡

･タイロッド(3と3/, 5と5′)のナット(品番J)を

スパナで(Y-5)mmゆるめます.

･ジャッキK=かかっている圧を止めると(Y-5)mmだ

けゆるみます｡

･再び熱交の分解が終るまで作業を継続します｡

･ここにYはジャッキの移動有効長さ(100′-150mm)杏

表わします｡

6.2.3.クラ･ンプの要領

･各7o.レーTlを,手でガイドバー上を移動させ,前方の

Vol.
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Fig.15

プt/- T.紅密着させながら固定フレ-ム方向VL取付けてい

きます｡

･移動フレ-ムは最後のプレートに接触して押し付けま
す｡

･･ 4本の長尺タイロッド(0).と押え金具(P)を定位

置剛まめ込みます.この4本のタイロッドは固定フレ-ム

から約500mm突出した状態紅ヤッナします.

･ワッジャー(K)の突出部を移動フレ-ムの穴忙はめ
込み;ナット(J)を回します.

･タイロッド(0)に4個のジャッキを取付けます.

･第14図V-示す様紅ナッ十(L)をジャッキロッドに合

わせて取付けます｡

･固定フレームと移動フレ-ムの平行度をチェックしな
がら, 1m当り,士1mmの許容値を満足するようナット

(J)をワッS'ヤ- (K)に接触するまで回しますo

･ポンプを稼動させ締付寸法Ymmを確保するまでジ

ャッキR:圧をかけますo

･ジャッキは圧のかかった状態忙して申きます｡

･そして残りのタイロッド(Ⅰ),ナット(L),ワッS/

ヤー(a),ナット(J)を取付け,その(L), (E)の突出

部はフレ-ムの穴に入った状態紅あることを確かめます｡

･ジャッキ圧をさげつつジャッキ面長さがYmm紅な

るまでスパナによりナット(J)を締付けますo

･分解前にチェック済の締付け寸法と最小締付寸法(図
面及び銘:坂むこ指示)との間になるまで再びジャッキを加圧

します｡

･最小締付寸法以内の締付を厳守して下さい.

･最後R:残りのタイロッドをスパナ-により締付け且つ
移動フレームと固定フレームの平行度をチェックします｡･･

もしわずかでも平行度t,E狂いがあれぱナット(J)を締付

けて調整します.許容値ほ1m当りj= d.5mmです｡

･ジャッキをはずし固定フレームの穴町ナット(L)を

固定させます｡

･ 4本の長尺タイロッド用ナッ† (J)をわずかに締付

けます｡

ア.水 圧 試 験

(a)組立仕上り後銘板R:示す圧力K:て水圧試験を実施し

ますo通常新しいプレーTL熱交R:おいては2敢別々に試験

しますo (一方は革験圧九他方は大気圧V-て)
(読)時には2種類rの水圧試験を行なう必要があります.

例えば2液同時に試験圧又は設計圧をかける場合など｡

O])水圧試験によりガスケッT.の締付け不良を発見する

ことが可能です.ガスケッT.からの漏れは目視,せたは

リ.
--クケざ'-ジを通して見い出せますo

ガスケッ†からの漏れは漏れか予想さ

れる個所紅カラ-チェックを適用する

ことにより容易紅発見が可能ですo 2

液の混合は開口穴のガスケツ†が2重

巻きとなっているので起りません｡

(c)他方が大気開放の場合は,
-液

例のみの水圧試鹸により,不備のプレ

ー†を発見することが可能です｡

プレ-Tl中の1つのピンホ-)レでさ

え他液仰への漏れの原因となります｡

PEEを分解してプレー†清V-湿ったこん跡があれは,そ

の涜路を形成している2枚Ioプレー†のうちどちらかQこ欠

陥があります｡

8.始 動

スク⊥十7rップはまず取り扱い易い流体,例えば低圧流

体であるとか,低温度の流体であるとかから徐々忙行いま

すo･ウオーターノ､ンマーは永久歪みの原因となり,プレー

トを使用困難忙したり,
p全く使用不可能にしますo急激な

起動及び停止は避けて下さい｡緊急時対簾として調整バル

ブを装備して下さい｡

9こ PHEの据付け

･ピッカ-ブ社PHEは仮組,圧力試験実施後出荷します｡

･フレーム忙付いている据付穴を使って熱交を所定の位

置に設置します｡接続の際は配管の芯ずれVLよる歪み,膨

張の影響,振動等紅留意しなけれはなりませんo万一のた

めVL各種ジョイントの取付をお奨めし辛すo

10.保 守

10.1. PHEの分解

分解過程は組立手順の逆の過程となり容易です｡

10.2.化学洗浄

この方法によりPEEを分解せず忙洗浄することが可能

ですo PHEの開口部Fこ洗浄装置を設置し,そしてそれぞ

れの流路に適する洗浄液を循環させますo 7oレーll材料,

プレート接続部及びガスケットが洗浄液忙充分耐え得るこ

とを確認して下さい｡

10.3.機械洗浄

締付状態にあるPEEからタイロ.I,ドを外し,
･移動フレ

-ムを移動させ,ブラシ洗浄または高圧水洗浄が出来る様
R:各々のプレーllを移動します.洗浄の際,プレー十の変

形を避けるために平板を使ってプレーTLをサポートしてお

く必要がありますo プレ-トの腐蝕原因になる金属製ブラ

シの使用は避け七下さいoまたガスケッllを損傷させない

様留意して下さいo ガスケッ7.はフレームを締付ける前に

良好であることを確認しておきます｡

10･4.

.ガ不ケット申交換PEEからプレートを取外し,ガスケットをプレ-Tlか

ら外します.pもしガスケッTの取外しが困難な場合はバー

ナr-を使ってガスケッT.幕を裏側から熱すれば容易に取外

すととができます｡

10.5.プレートの交換

･交換すべきプレ- Tlの番号(偶数背か奇数香)とガスケ

ットの取付位置をあらかじめ確認しておきます｡肉厚及び
材質が同一のもので,ガスケットが正しく付いた新しいプ

レートに交換します.
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10.6. プレートの追加

プレー†枚数またはプレ-トのナンバリングは伝熱面鏡

またはパス数の変更の際に変更します.ピッカ-ブ社及び

当社はそれらの変更V-伴う諸問題解決のため技術的サボ-

llを行ないますo

ll.予備品の貯蔵

ll.1. プレート

予備プレートは梱包のまま貯蔵しておくか,または変形

しないような場所に吊しておきます.
-

ll.2. ガスケット

ガスケッ†は気温OoC′-20oCの間で,日光の入らない場

軒R:貯蔵して下さい.もし貯蔵温度がOoC以下の場合R:は

がスケッ†の使用前紅OoC以上に加熱して下さいoガス.ケ

ッllは7ラットな状態で貯蔵し,もしそれが出来ない場合
もひび割れの原因とならない様, 2つ折りで貯蔵して下さ

l＼.出来れば当初の梱包の状態のままで貯蔵して下さい.
ll.3.接着剤

接着剤ほ不測の事態に備え永久保存の効く様K:しておく
事が不可欠です.接着剤説明書紅は最長貯蔵期間(約6.ケ

局)と戸ゝ周囲状況(通常,暑い場所を避けること)等明示

しています._接着剤及び硬化剤は最小必要量のみ貯威して
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おいて下さい｡

12.型番: V4, V7, V13の場合の取扱い方法
(a) ■組立,分解及び保守方法はV28-V260の場合と全

く同様であります｡

恥) V4′-V13のフレーム(MST型フレームとMAT

塾フレーム)を第16国忙示しますo

(c) V4′-V13のプレート及びガスケッTを第17図紅示

します｡L

(d) V4-V13のガスケッ†取付要領を第18, 19図忙示

します｡

13. む す び

以上当社販売品であるピッカーブ社製プt/- †式熱交換

器の据付二分解･組立･水圧試験方法等について述べてき

ました.第一報ではプt/-十式熱交換器の性能に関する

基本理論および構造の概要R=ついて述べておりご参照下さ

い.当社では別,Kピッカーブ=業用プレー.一式熱交換器の

カタログを用意しておりますのでご用命下さい.
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